
1. 製材所各々の技術力を補完しあう組織力

2. 原木の特徴を活かした木材への加工技術

「製材所各々の技術力を補完し合う組織力」「原木の特徴を活
かした木材への加工技術」を提案技術とする。提案技術を活
用した商品「吉野材化粧張集成材」をゴムの木やアカシアの木
材を活用した集成材に吉野杉や檜の薄くスライスした単板を
貼り付けた内装材を製品とする。

ベトナム社会主義共和国

職業訓練・産業育成分野における開発ニーズ（課題）

・従来の安価な労働力を拠り所とする組み立て産業を中心とし
た外資牽引型の構造から、裾野産業や素材産業を兼ね備え
た地場企業の育成が必要。また、産業開発は中小企業を中心
とした民間セクターの事業展開を後押しする取り組みの１つと
して人材育成（技術者・技能者）を支援する。

カンボジア国キャッサバ生産性向上及び
澱粉バリューチェーン強化に関する基礎調査

株式会社サナス（鹿児島県鹿児島市）

開発ニーズ（課題）へのアプローチ方法（ビジネスモデル）

・日本から薄くスライスした吉野杉や檜を現地に輸出
し、現地の木工製造企業で合板に貼り付ける現地生
産機能。（価格的有利性）

・合板に貼り付けた吉野杉や檜は、住宅の内装材とし
て住宅メーカーや工務店に販売する。（現地販売によ
る収益）

• 契約期間：20２３年３月～202４年２月
• 対象国・地域：ベトナム国ビンフォック省
• カウンターパート機関：ベトナム国ビンフォック省計画投資庁
• 案件概要：
木工労働者の技術を向上させることで企業の得意分野や固有技術を明確化し、その技術を磨
き上げることでオリジナルの技術が確立する。しかし、オリジナル技術だけでは商品を製造する
能力がないため、企業間連携で技術力を補完し合う組織として商品開発することが可能となる。

原木や製材の見極め力を得ることで、原材料の加工手法や部位毎の切り分け等が可能となる。
このことから原材料を最大限に活かせる知識と技術を得ることができる。

対象国に対し見込まれる成果（開発効果）

・吉野製材工業協同組合の特徴である地域製材企業
の結束と各々の技術力を補完し合う組織力による経
営、原木の特徴を活かした木材への加工技術による
人材育成。

本事業の内容

吉野材化粧張集成材
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